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１．環境方針 

 
環 境 経 営 方 針 

 

基本理念 

 株式会社 創建サービスは事業活動である清掃管理・設備保守管理（建設工事含む） 
マンション管理・警備等を通じて、地域社会や地域住民に快適な環境を提供し環境保 
全活動に取り組み、環境経営の継続的改善を図ります。 
 

行動指針 

社内での事業活動に於いて具体的に次のことに取り組みます。 
・ 電力・燃料の消費に伴なう二酸化炭素排出量の削減 
・ 一般廃棄物・産業廃棄物排出量の削減及びリサイクル率の向上に努めます 
・ 総排水量の削減 
これらについて環境目標を定め、環境保全の向上に継続的に取り組むとともに、環境 
関連法規を遵守します 
 
環境負荷ができるだけ小さいもの（修理や部品交換が可能で部品の再使用・素材の再 
利用の容易な製品）を優先的に購入・使用に努めます。 
・ 化学物質使用量の削減 
有害性化学物質の使用量の記録・管理に努めます。 
・ 顧客に対し環境負荷低減の手法を提案しそのメンテナンスの向上に努めます。 
環境保全に関する教育・啓発活動を通じて環境保全の重要性を全従業員に周知徹底し 
ます。 
環境への取組を適切に実行できるように教育･訓練を実施し、環境方針を周知すると 
ともに環境問題への意識向上を図ります。 
 
 
                            制定 2011 年 4月１日 

                           改定 2019年 5月 31日 

                               改定 2020年 6月 1日 

株式会社 創 建 サ ー ビ ス 

                  代表取締役社長   
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２．組織の概要 

１）事業所名及び代表者名 
株式会社 創建サービス 代表取締役社長  大黒 章三 

 
２）所 在 地 

812-0013 
福岡市博多区博多駅東 1 丁目 18-25 第五博多偕成ビル 4 階  

 
３）環境管理責任者及びエコアクション２１窓口担当者 

環境管理責任者：総務部課長 井原 石雄 
窓 口 担 当 者：総務部 井原 石雄 
連絡先：TEL：092-482-5650（代表） FAX：092-482-5654 
Ｅメール：soken-so@cronos.ocn.ne.jp URL：http://www.souken-s.co.jp 
 

４）事業内容 
総合ビル管理（清掃管理・設備保守管理・マンション管理・警備） 
管工事業、電気工事業、消防設備工事業（福岡県知事 許可（般－１）第 93260 号 

 
５）事業所の規模 

                                    年度：４月～翌年３月 
    創 立 ：昭和 62 年 5 月 25 日    資本金：2,050 万円                      

活動規模 単位 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

売上高 百万円  １，１８９  １，０９１  １，０６７ 

従業員 人   ２３５    ２２３   ２３３ 

床面積（事務所） ｍ2 ３９４．５ ３９４．５ ３９４．５ 

床面積（倉庫） ｍ2 ４９．５ ４９．５ ４９．５ 

床面積（資材センター） ｍ2 １５８．４ １５８．４ １５８．４ 

 
６）認証・登録範囲 
   ※対象範囲：全組織   

 事業活動：総合ビル管理（清掃管理・設備保守管理・マンション管理・警備）、 
管工事業、電気工事業、消防設備工事業 

 
 
 
 
 
 
 

mailto:soken-so@cronos.ocn.ne.jp
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７）ＥＡ２１実施体制                        
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代表者 
代表取締役社長 

 
 
 

 

環境管理責任者 
総務課長 

 
 
 
 

 
ＥＡ２１委員会 

 
 
 
 

 

ＥＡ２１事務局 

 
 
 
 

 

清掃・警備事業部長 

 
 
 
 

 

設備事業部長 
（建設業含む） 

 
 
 
 

 

総務部長 

 
 
 
 

 

社員研修・新入社員教育 
 

 
 
 
 

 

管理現場社員教育 

 
 
 
 

 



　　３)環境目標

単　位
基準値

（令和元年度実
績）

令和5年度 令和6年度 令和7年度

kg-CO2 93,363
91,494/年以下

（2.0％）
7,624/月以下

91,029/年以下
（2.5％）

7,586/月以下

90,562/年以下
（3％）

7,546/月以下

kg 404.1
396/年以下

（2.0％）
33.0/月以下

394/年以下
（2.5％）

33.0/月以下

392/年以下
（3％）

32.6/月以下

ｔ 3.01
2.95/年以下

（2.0％）
2.935/年以下

（2.5％）
2.919/年以下

（3％）

% 18.70
19.0/年以上
（2.0％）向上

19.16/年以上
（2.5％）向上

19.3/年以上
（3％）向上

㎥ 180
176.4/年以下

（2.0　％）
14.7/月以下

175.5/年以下
（2.5　％）

14.62/月以下

174.6/年以下
（3　％）

14.55/月以下

L 666
656/年以下

（2.0％）
54.3/月以下

649/年以下
（2.5％）

54.0/月以下

646/年以下
（3％）

53.8/月以下

件 6 10 11 12

令和2年度より、元年度実績をベースとしての削減率に変更

　　４)環境目標とその実績

基準値
（令和元年度実績）

令和4年度目標 令和4年度 実績

93,363
91,961/年以下

（1.5％）
7,663/月以下

79,034.50

404.1
398/年以下

（1.5％）
33.1/月以下

124.6

3.01
2.96/年以下

（1.5％）
0.0184

18.70
19.0/年以上
（1.5％）向上

99.8

180
177.3/年以下

（1.5　％）
14.7/月以下

155.4

666
656.0/年以下

（15％）
54.6/月以下

432

件 6 9 9

環境目標

二酸化炭素
排出量の削減

一般廃棄物
排出量の削減

（焼却量）

産業廃棄物排出量の削減
(最終処分量）

産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率の向上

水使用量の削減

化学物質使用量の削減

顧客に対する環境負荷
低減手法の提案

二酸化炭素実排出係数：0.509 kg-CO2/kWhに変更

項　　目 単　　位

二酸化炭素排出量 kg-CO2

一般廃棄物排出量
（焼却量）

kg

産業廃棄物排出量
(最終処分量）

ｔ

顧客に対する環境負荷
低減手法の提案

（注）購入電力の排出係数は平成27年度の九州電力二酸化炭素実排出係数：0.509kg-CO2/kWhを使用

　※一般廃棄物等総排出量は焼却（熱回収・単純焼却）の合計値として把握

4

産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率の向上 %

水使用量 ㎥

化学物質使用量 L



単位
基本数値
（令和元年度

 実績）

1 kg-CO2 93,363

2 kg 404.1

t 3.01

% 18.7

4 ㎥ 180

5 L 666

6 件 6

394/年以下
（2.5％）

32.8/月以下

392/年以下
（3.0％）

32.6/月以下

令和5年度環境目標 次年度以降の環境目標

環　境　目　標
本年度

（令和5年度）
1年後

（令和6年度）
2年後

（令和7年度）
3年後

（令和8年度）

産業廃棄物の
リサイクル率の向上

19.1/年以上
（2.0％）向上

19.2/年以上
（2.5％）向上

19.3/年以上
（3.0％）向上

二酸化炭素排出量の
削減

91,494/年以下
（2.0％）

7,624/月以下

91,029/年以下
（2.5％）

7,586/月以下

90,562/年以下
（3.0％）

7,546/月以下

一般廃棄物排出量の
削減（焼却量）

396/年以下
（2.0％）

33.0/月以下

12

水使用量の削減
176.4/年以下

（2.0　％）
14.7/月以下

175.5/年以下
（2.0　％）

14.62/月以下

174.6/年以下
（3.0％）

14.55/月以下

3

産業廃棄物排出量の
削減

(最終処分量）

2.95/年以下
（2.0％）

2.935/年以下
（2.5％）

2.919/年以下
（3.0％）

（注）購入電力の排出係数は平成27年度の九州電力二酸化炭素実排出係数：0.509kg-CO2/kWhを使用

　※一般廃棄物等総排出量は焼却（熱回収・単純焼却）の合計値として把握

5

令
和
7
年
度
実
績
で
見
直
し

化学物質使用量の
削減

656/年以下
（2.0％）

54.3/月以下

649/年以下
（2.5％）

54.0/月以下

646/年以下
（3.0％）

53.8/月以下

顧客に対する環境
負荷低減手法の提案
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環境目標

達成状況の判定　　○：達成出来ている　　△ほぼ出来ている　　×：達成出来ていない

６)環境活動計画の内容、取組結果及び次年度の取組内容

結果

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

軽油使用料の削減

水使用量の削減

77.6

○656（L）以下

○

155.4

29,773

達成状況

○

〇

実　　績

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

432

取組結果及び次年度の取組内容

５)環境目標達成状況　　　　　　　　　　　         令和4年4月～令和5年3月

取組目標

○27,426.8

目　　　標

79,034.50

146（L）以下

91,961（kg-CO2）以下

目　標　（指標）
基準値1.5％削減

30,514（kWh）以下

○124.6

○

31,387（L）以下

一般廃棄物排出量の削減（焼却量）

ガソリンの使用量

398（kg）以下

9件以上の提案

をおこなっていきます。不在席上の照明オフ

多く、クールビズ・ウォームビズの効果が不明。

○9

環境負荷低減手法の提案が出来てないお客様をピックアップし、提案をおこなっていきます。

6

LED照明の取替

環境目標

顧客に対する環境負荷低減手法の提案

177(㎥）以下

分別によるリサイクルの促進

化学物質使用量の削減

人感センサー照明の取替え等を提案しました。

総排水量の削減

活　動　項　目

電気使用量削減

洗面所、給湯室の水道蛇口に節水シールを貼付

リサイクル専用BOXの設置。封筒・雑紙類を収集

節水活動の推進

ＰＲＴＲ非対象の製品を使用拡大する

空調機の稼働状況を確認し、適正な温度設定

評

価

として回収。

おこないます。

ミスプリント防止・コピー紙の裏紙活用

目　　標

化石燃料使用量の
削減 運行日報による使用量の把握・管理

不在者のパソコン・モニターのオフ

無駄な荷物を積んでないか、適時、車輌チェックを

ガソリン使用量も、年々減少し削減できている。

使用量の把握

空調機の温度設定 冷房26℃ 暖房20℃

クールビズ・ウォームビズの導入

定期的な車両点検

エコ運転推進、走行燃費率を車ごとの一覧表にて

洗い物中の水の出しっぱなしを禁止

化学物質使用量の
削減

雑誌やカタログ、ダンボール。雑紙類を再資源

社員へ周知する

マンションの共用部や駐車場の照明をＬＥＤ照明の

手洗い・うがいの励行により水の使用量が増加

会議用資料のペーパーレス

省エネタイプの空調機の取替 取替を提案。オフィスビルや病院のトイレの照明は

フィルター清掃

廃棄物排出量の
削減

（焼却量）

顧客に対する環境
負荷低減手法の提案

トイレ擬音装置の設置

令和４年度の環境目標の実績、目標を大きく減少し達成している。

電力使用量も年度目標をわずかに下回ったが夏・冬場はやはり目標値を上回った。

エコ運転の推進

アイドリングストップ徹底

電気使用量は夏季・冬季期間が空調機の需要が

出しっぱなしの禁止



　7)環境関連法規への遵守状況

　当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　また、関係機関からの指摘、利害関係からの訴訟もありませんでした。

　環境関連法規に関しましては、定期的に遵守状況をチェックいたします。

　8)代表者による全体の取り組み状況の評価

　　あり、対策は慎重に行うこと。　

　　ガソリンの使用量の削減はわずかだが目標値をクリアできている。

　　一般廃棄物排出量は再生できるものをきちんと分別することが習慣化できている。

7

業務用エアコン簡易点検の実施

　　令和４年度もコロナ禍のなか、十分に動くことが出来なかったが徐々に緩和され平常に戻り

適用される関連法規等

　電気使用量が例年と同じく、夏場・冬場に目標値を上回っている。社員の体調に影響することも

　　産業廃棄物に関しては排出量の実績を把握し、リサイクル率向上を図ること。

　　二酸化炭素排出量の削減のため取り組むことを明確にし、各現場に沿った社員教育を　

廃棄物処理法

建設リサイクル法

　　つつあると感じる。

フロン排出抑制法

適用される事項

一般廃棄物の適正処理・産業廃棄物の適正処理
　（マニフェストの管理）

特定建設資材の再資源化の実施

　　おこなうこと。計画通り社員教育を実施すること。
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